令和６年度
山梨県小中学校体育連盟　弓道専門部災害対策マニュアル

                                                        山梨県小中体連弓道専門部

　本マニュアルは、山梨県小中学校体育連盟（以下「県小中体連」とする）が主催する弓道大会における防災対策と災害時発生時の対応に関する事柄をまとめ、災害時の危機管理の指針として提示するものである。

（１）災害時連絡について
①各校ごと保護者と顧問教師との連絡方法の確認

  ※携帯電話等の連絡手段の把握
②災害時に電話等の連絡手段が使えない場合

  ※避難場所は大会会場に併設する矢道および大体育館とする。保護者には要項等で顧問を通じて連絡する。

③専門部による各校への連絡手段

  ※参加校全ての顧問の携帯電話、PCメールアドレスを全専門部員が把握し、緊急時に

　早急に対応できるように常備する
④災害用伝言サービスの活用方法の確認

緊急連絡の流れ　　

　専門委員長　→　各校顧問　→　各家庭

（２）災害発生時の避難方法
1 会開催中に災害が起きた場合

  ・直ちに競技を中断し、速やかに併設する矢道（屋外）に集合する

  ・専門部を中心に、各校顧問による人員点呼を指示し、人員確認後できる限りの安全確認を行う。

  ・災害の情報を整理した後、競技再開か避難の指示を行う。避難の場合は、各校顧問や支部単位で避難誘導。（人員確認は各校顧問）

  ・顧問は家庭と連絡を行い、取れた場合は帰宅方法を確認する。

②大会開催中以外に災害が発生した場合

  ・弓道専門部長、委員長が連絡を取り、大会の延期もしくは中止などを決定し、県小中

　　体連事務局と協議し、各校に連絡。

  ・その後各校顧問は家庭選手に伝達する。
（３）一時避難による対応
　大会開催中に災害等が発生した場合は、選手の安全を第一に考え、次のことを踏まえ指示行動を行わせる。

①まず身の安全を図り、地震の場合は揺れがおさまるまで様子を見る。

②窓や戸を開け出口を確保する。（あらかじめ非常口の確認）

③落下物転倒物へ注意を促す。

④パニックや混乱にならぬよう冷静かつ速やかに的確な指示と落ち着いた行動を促す。

⑤二次災害を生まぬよう、火の始末、ガラスや看板などの落下物、交通事故については再　三の注意を払う。

（４）安全確保、安全な帰宅への対応
　選手の避難場所への誘導後は、安全確保を優先しながら、帰宅方法や保護者への受け渡しを、可能な限り早急に行う対応を行う。

①まず各学校および保護者へ、選手の安否報告を行う

②保護者に連絡を取れた場合は帰宅方法、引き渡し方法を相談確認する。（そのさいメモ

　等は忘れない）

③保護者と連絡が取れない場合は、そのまま待機させ、最も安全な状況方法を確認する。

（状況で帰宅が不可能な場合は専門部がとどまり安全状況を継続させる）

（５）重大事態が発生した場合の対応
①避難者・負傷者等の数が掌握できたら、大会本部へ携帯電話メールや災害ダイアルを利用して大会本部（県小中体連事務局）へ可能な限り連絡を取る。

②負傷者が出た場合、応急処置（養護教諭が大会には常駐）を可能な限り行い、救急搬送もしくは、最寄りの病院へ搬送。（小瀬武道館　→　市立病院）　
③避難時の情報収集

  災害発生時には、可能な限り以下のような情報収集に努める

  ①交通情報　　　　　・・・鉄道路線、バス路線、交通遮断、交通状況

  ②気象情報          ・・・警報・注意報、地震の規模や震度、今後の余震の状況など

  ③ライフライン情報  ・・・電話、電源、トイレ、水道などの確認と確保

  ④救援救護の状況    ・・・救急車や病院搬送への受け入れ

  ⑤避難場所の情報    ・・・二次被害や避難場所の備蓄品の確認

（６）今後のさらなる対応について
　災害はないにこしたことはないが、いつ何時どこであってもおかしくない状況にある。　①防災意識と緊急を常に予想した大会運営

  ②緊急連絡のさらなる徹底と確認

  ③各家庭や各校における防災の意識を高め、緊急時の連絡方法や集合場所の確認徹底
